
 

 

 

 

愛媛県西条西警察署協議会会議録 

（令和７年度第３回） 

日 

時 
令和８年１月29日（木）午後２時20分から午後４時20分までの間 

出

席

者 

１ 愛媛県公安委員会委員 

２ 警察署協議会 会長以下 ８人 

３ 警察署    署長以下 ９人 
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１ 会長挨拶 

地域を代表する住民目線による提言等について 

２ 署長挨拶 

 ⑴ 管内等の治安情勢・交通事故発生状況 

 ⑵ 警察行政への提言等の反映について 

３ 業務推進結果等の説明 

  令和７年 10月から令和８年１月までの業務推進結果、令和８年２月か

ら令和８年５月までの業務推進計画について説明を実施した。 

４ 諮問・答申 

 諮 問 答 申 

「令和８年 

愛媛県警察 

運営目標」 

 

地域住民が気軽に警察へ情報を伝えることができ

る環境作りを進めていただきたい。 

子供、女性、高齢者等を犯罪被害から守るため、一

層の取組を推進していただきたい。 

大規模災害に備えた実践的かつ効果的な訓練を続

けていただきたい。 

警察官は社会の安全・安心を守るための重要な職で

あることから、ＰＲを含めて優秀な人材確保に努め

ていただきたい。 

５ 質疑応答・意見要望等 

 【質問】 

  署員の逮捕術訓練の状況を視察し、迫力ある試合に圧倒されるととも

に、非常に頼もしく感じた。 

例えば、施設に不審者が来訪した場合などの対応方法について教示願

いたい。 

 【回答】 

  まずは、施設の方々、そして自分自身の安全確保を優先していただき、

すぐに、警察へ通報をお願いしたい。 
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 【質問】 

  高齢者が預金の多額出金をしようとした場合に、金融機関から警察に

通報することで、大きなトラブルが生じたという事例はあるか。 

 【回答】 

  大きなトラブルが発生したという事例は把握していない。 

金融機関に対しては、トラブル防止の一例として、「警察から通報する 

よう依頼を受けている。」等と相手方に説明するよう促しており、トラブ 

ル防止の配意をお願いしている。 

【質問】 

 管内における交通事故の分析結果を踏まえた上で、交通事故抑止対策 

の状況はいかがか。 

【回答】 

 分析の結果を踏まえ、交通事故の多い時間帯や路線を中心に、交通課員 

と地域課員が連携してパトカーで警戒するなど、「見せる活動」を積極的 

に推進している。 

【質問】 

  管内における交通事故の特徴はいかがか。 

例えば、事故当事者は高齢者の割合が高いといった特徴や運転技術、判

断力が欠けているといったような事故原因の分析は行っているか。 

 【回答】 

管内の高齢化率に付随し、事故当事者の高齢者割合も高くなっている

といえる。 

一般的に、加齢に伴い、運転技術等が衰える傾向にあることから、臨時

適正検査等を行い、免許証の返納を促している。 

 【質問】 

  自転車への交通反則通告制度（青切符）導入にかかる周知状況はいか 

がか。 

 【回答】 

  教育委員会と連携して、管内全ての県立高等学校を巡回するなどし、

高校生に対する制度の周知を図っている。 

このほかにも、各種警察広報を通じ、住民に対する制度の周知に努めて

いる。 

 【意見】 

  警察署のホームページを拝見したところ、警察署警務課員によるブロ

グ「お姉のつぶやき」、「西条西警察署から見える今日の石鎚」など、警

察署や署員の活動状況を独特の表現で綴ったブログや石鎚山の様子を撮

影した写真が掲載されており、大変興味を持った。 

警察は、なんとなく怖いというイメージがあるが、こうした広報を見る
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と、非常に親近感がわき、警察を身近に感じることができた。 

今後も楽しみにしているので、引き続きブログ等で署の警察活動につ

いて周知をお願いしたい。 

 【質問】 

  交番・駐在所の加入電話が撤去され、警察署の代表番号に統合された

ことによる問題はないか。 

【回答】 

 現状、特段問題は発生していないと認識している。 

警察署の代表電話から交番・駐在所員への連絡を確実に行うなど、引き

続き、地域住民の安心感の確保に努めてまいりたい。 

なお、急訴事案の場合は、110番通報を有効に活用していただきたい。 

６ 公安委員総括 

 ⑴ 委員の活発な意見交換に対する評価 

 ⑵ 諮問に対する講評 

       

開催状況 

 

◆会議開催状況          ◆業務推進結果等の説明状況 

     

 

◆公安委員による総括             ◆視察行事（逮捕術訓練の視察）  

    

 

 


